



























































































眠物質(Leaf-closing factor : LCF)として単離された.本研究ではこれを基にした分子プローブを用いて
就眠運動の分子機構の解明を行った｡生体内では､天然型立体配置をもつ生理活性物質のみが受容体など
の結合タンパク質と正しい相互作用を行うことで生命活動が維持されている｡この点に着目し､光学的に
純粋な生理活性物質を基にした天然型プローブとそのエナンチオマーを基にしたエナンチオマー型プロー
ブを用いた実験結果を比較することで､リガンドーレセプター相互作用による特異的結合と､吸着などに
ょる非特異的結合を完全に区別する｢エナンチオ･ディファレンシャル法｣を考案し､ LCFを用いる研
究にこ~九を適用した｡まず､エナγチオ･ディファレンシャル法によるLCFの標的細胞探索を試みたo
天然型立体配置を持つ天然型蛍光プローブとエナンチオマ-型蛍光プローブを光学的に純粋に合成したo
ェナンチオ･ディファレンシャル蛍光実験により､ LCFの標的細胞が葉枕の運動細胞であることを明らか
にした｡次に天然型光親和性プローブとエナンチオマー型光親和性プローブを合成したoエナンチオ.ディ
ファレンシャル光親和性標識化実験により､ LCFの立体化学を正確に認識する膜タンパク質を発見したo
これはLCFの受容体候補タンパク質として極めて有力であると考えられる｡また､ LCFと覚醒物質を､
それぞれ､緑色のFITCと赤色のRhodamineという異なる蛍光色素で標識化し､二重蛍光染色実験を行う
ことで生体内における両活性物質の受容体分布を調べた｡その結果､就眠･覚醒両物質の受容体がどちら
も葉枕の内側の運動細胞のみに局在することが明らかになった｡これらのことから､活性物質によって葉
枕片側の運動細胞のみが大きく膨潤･収縮することが引き金となって､葉の上下に体積差が生じ､就眠運
動を引き起こしている仕組みが明らかになった｡
以上､本論文は､生物現象の有機化学的解明を目指す生物有機化学分野における画期的な成果であり､
著者が自立した研究者として研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学織を有していることを示してい
る｡従って､中村葉子提出の論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認めるo
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